
原りんぴっくのお知らせ！ 

中学生の主張大会         12月8日(土)実施 

 平成30年12月８日(土)に第19回中学生の主張大会がスクエア荏原のひらつかホールで開催され

ました。当日、伊藤学園と冨士見台中学校の生徒が発表しました。 

 

  
伊藤学園は、９年生の富永夏々子さんが出場し、審査員特別賞をいただきました。主張のテー

マは「気持ちを人に伝えるには」です。彼女は自分の気持ちを表に出すことが苦手だと感じてい

て、どのようにしたら誤解されることなく、素直に気持ちを表現できるのか、その解決策につい

て、ラインのスタンプや心理学者が提唱するメラビアンの法則などの具体例を交えながら発表し

ました。「言葉と表情を上手く一致させることで、気持ちを伝えることができる」ということに

気付いた彼女は、堂々と、晴れやかな表情で自分の気持ちを主張大会で表現することができてい

ました。また、文脈に合った身振りなどを積極的に取り入れ、とても聞きやすかったです。 

 私たちは、コミュニケーションツールの発達によって、相手

の顔を見ないまま、そつなく会話を進めることが得意になって

きています。その一方で、面と向かって人と対話をすることが

難しく感じている人も増えているのではないでしょうか。富永

さんが言うように、私たちは相手を思いやる気持ちを忘れず

に、とびきりの表情とともに、自分の気持ちを忘れずに伝える

ことが大事なのだと思います。人間関係が希薄になりがちな現

代だからこそ、心に響く主張となりました。           

           (伊藤学園  ９年副担任   椎名美咲   記) 

新成人おめでとうございます！ 
 

 今年は大井第三地区から190名が成人の仲間入りを果たしました。 

 

大井鹿島町会    43名      西大井四丁目町会    38名 

大井庚塚町会    25名      西大井五丁目伊藤町会  33名 

出石町会      27名      西大井六丁目町会    14名 

西大井二丁目町会  10名           (平成30年12月現在) 

     
今回で３回目を迎える原りんぴっく！今年もミニスポーツでからだを動かしましょう！ 

 

日 時：平成31年２月17日(日) 

     午前10時～午前12時半(受付は午前11時半まで) 

場 所：ウェルカムセンター原・交流施設 (西大井２－５－21)       

競 技：カローリング、だるま落とし、輪投げ等 

参加費：無料 ★参加賞あります★           

※駐輪場はないため、自転車でのご来場はお控えください。 

※詳細は、町会掲示板をご覧ください。 

しなＱ 前号の解答  品川区ではシェアサイクル事業を実施していますが、さて、次の３つの中   

              で新たにサイクルポート（貸出・返却拠点）となったのは、どこでしょ   

              うか？(平成30年12月12日現在)        

                           答え      ②ファミリーマート 西大井光学通り店    (事務局 記) 

 冨士見台中学校 

           おもちつき会    大井第一小            
 

 

平成30年12月８日(土)、大井第一小学校でPTA主催の「おもちつき会」が開催されました。とても

寒い日でしたが、698名(保護者143名、未就学児64名、在校生491名)が参加してくれました。 

 校庭では、子どもたちが、列を作って順番を待って、臼と杵でおもちつきを楽しみました。みん

な目を輝かせて、杵をしっかり持ちあげて、どんとおもちをつきます。子どもたちがついたおもち

が、２階の家庭科室で、きなこ、いそべ、ポテトチップスの３種類の味付けをされ、参加者に配られ

ました。そして、参加者は３階の体育館でおもちを食べました。子どもたちは、自分たちでついたお

もちを嬉しそうにみんなと一緒に食べていました。 

今年準備されたもち米は、約70キロでした。去年は、お代わり分が足りなくなりましたが、今年

は、学年別で参加時間を分けたり、お代わりを一人一個にするなどの工夫をすることによって、お代

わりも希望者全員に配ることができました。 

今年も、地域からもち米を寄付していただき、皆様のご協力のおかげでおもちつき大会を行うこと

ができました。ありがとうございました。                   (岡・濱田 記) 

 「私たちの暮らしている中で当たり前なことは、本当に当たり前でしょうか。障がいがある人

は、さまざまなことを乗り越え、何十倍も努力しながら、前向きに生活しています。」そんな思

いが岡野さんにはありました。 

 車いすテニスプレーヤーの上地結衣さんについて、「成長とともに歩行が困難になりながら、

日々に希望を失うことなく努力を続ける人」、と紹介し、世界一を目指す姿に心を打たれたこと

を伝えてくれました。岡野さん自身も一度挫折しそうになった夢がありましたが、上地さんを思

い出し、苦しいことから逃げることなく前向きに努力を続けることができたそうです。これから

先の困難にも夢を手放さずに支えにしていくのだと力強くスピーチをしてくれました。 

 最近の風潮として、夢や目標に向かってこつこつ努力をすることはかっこ悪いと思う人もいる

ようです。なぜなら、うまくいかなかったときに恥ずかしいから。そんな気持ちがあるそうで

す。でも、私たちは毎日同じ日常を送れる保証はどこにもあり

ません。災害にあうかもしれないし、病気になったり、命を失

う可能性もあります。そうであれば、どんな困難にも負けず、

毎日を一生懸命に精いっぱい生きる心をもつことこそ大切なの

ではないでしょうか。私たちは「社会で共存する仲間」として

希望をもって助け合って生活していかなければならない、と考

えさせる主張でした。                    

      (冨士見台中学校 国語科教諭 山本千寿子 記) 

昨年の様子(カローリング) 

伊藤学園 


